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ルとして検討した ICT 環境を教室に整備する。 
実施後，授業における学習評価と教員への質






























３．教育現場における ICT 環境の変化 












































































表１ 生徒が ICT を活用した授業実践 
質問内容  ①  ②  ③  ④  
生徒がコンピュータやインターネットなどを活用して，情
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４．ICT 環境の構築の試み 










 そこで，本研究では ICT を活用した学習方略
を整理すべく，Ruben R. Puentedura(2010)が考
案した SAMR モデル9)を尺度として用いた。 
 
４．１ SAMR モデル 









































































Tech allows for significant task redesign 
（実践の再設計を可能にする）  
Augmentation（拡大）  
Tech acts as a direct tool substitute, 




Tech acts as a direct tool substitute, 

















































10 人 12 人 
②家族と一緒に使用するインターネットに接続できるタブレット型端末や携帯電話
（スマートフォンを含む）がありますか 
16 人 ６人 
③自分だけが利用するメールアドレスがありますか 15 人 ７人 
④ＳＮＳ(ソーシャルネットワーキングサービス)を利用したことがありますか ７人 15 人 
⑤ネットワーク上に個人情報を書いたことはありますか 
（例：懸賞への応募，サービスの登録，ＳＮＳの書き込みなど） 
２人 20 人 
⑥知らない人（会ったことがない人）とＳＮＳ，掲示板などで会話したことがありま
すか 
４人 18 人 































表４ 学習における ICT の利用について 
質問項目  はい いいえ 
タブレットを使った学習に興味はあり
ますか  
20 人 ２人 
タブレットを使った学習をすると効率
よく学習ができると思いますか  
18 人 ４人 
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業教室に整備した ICT 機器を表６に示す。 
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名の教員が「どちらかというと有効である」と
回答した。 


































































































































































９）Ruben R. Puentedura(2010)『A Brief 
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【参考資料１】第２時の学習指導過程 
学習内容 学習活動 ◇指導上の留意点・●評価 
[導入]（10 分） 
前時の振り返り 
 
ジグソー活動の準備 
 
 
 
 
 
本時の目標の確認 
○前時の振り返りと本時の目標を確認す
る。 
 
○情報通信ネットワーク利用時の危険性を
振り返る。 
・フィッシング詐欺 
・標的型攻撃 
・不正ログイン 
・ドライブバイダウンロード 
○本時の目標を確認する。 
 
 
◇座席はエキスパート活動の班ご
とに指定する。 
 
◇前時で調べた情報通信ネット
ワーク利用時の危険性を被害と対
策の観点から確認させる。 
◇それぞれがジグソー活動の班で
説明ができることを目的とする。 
[展開]（30 分） 
情報社会の危険性を
知る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
情報社会での適正な
活動を考える。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【ジグソー活動】
○情報通信ネットワークの危険性を具体的
な事例をもとに知る。 
 ・タブレット端末を利用し，調べた情報
を発表する。 
 
 
○発表内容をもとに意見を交換する。 
・提示された資料の質問箇所を画面上に
チェックしながら意見交換を行う。 
 
○情報通信ネットワークを安全に利用でき
る情報セキュリティ対策を考える。 
 
【クロストーク活動】 
○班ごとに考えた情報セキュリティ対策を
全体で交流する。 
 
今，求められている情報セキュリティ対策 
ユーザが心がけること コンピュータにできる対策
例） 
パスワードの複雑化 
パスワード管理，更新 
個人情報に注意する 
常に警戒する 
最新の情報を知る 
例） 
ウィルス対策ソフトの利用
ソフトウェアの更新 
フィルタリング機能の利用
ファイアウォールの設定 
ファイルの暗号化 
◇ジグソー活動の班になる。 
◇エキスパート活動の内容を他の
班員に発表する。一人２分程度。 
◇全員の発表が終わってから，質疑
応答の時間を取らせる。 
 
◇他の班員が説明した内容に対し
て，質問したり詳細に知りたい内容
を交流したりする。 
 
◇コンピュータに対しての対策と
自身が心がけることに分け，情報セ
キュリティ対策を考えさせる。 
◇なぜその対策が有効なのかとい
う根拠を示すことができるように
まとめさせる。 
◇ワークシートに書かせたのち，タ
ブレット端末のカメラ機能を用い
て，画像として取り込む。 
 
◇ ICT 機器を利用させながら，一
班２分程度で各班の内容を発表さ
せる。 
[まとめ](10 分) 
情報セキュリティ対
策の再考 
 
 
 
 
今後，求められる情
報セキュリティ対策 
○安全に情報通信ネットワークを利用して
いくために必要な情報セキュリティ対策を
考える。 
・他の意見をもとに考えを深め，自分たち
の班の意見を他の班の意見に加える。 
 
 
○新たな手口が発生していることを知り，
常に最新の情報を入手し，情報セキュリ
ティ対策を講じる必要があることを知る。
 
◇各班のタブレット端末に他班の
画面を転送し，画面に記入されてい
る情報に意見を加筆する。 
 
 
 
 
◇各班の情報セキュリティ対策を
踏まえて個人で意見を考えさせる。
●ユーザ自身とコンピュータにで
きる対策の二側面から情報セキュ
リティ対策を考えることができる。 
【生活を工夫し創造する能力】 
 
情報通信ネットワークを安全に利用できる情報セキュリティ対策を考えよう。 
タブレット端末使用場面 
各自で１台 
班でそれぞれ提示する 
SAMR モデル：[拡大] 
タブレット端末使用場面 
班で１台 
班で意見を記入する 
SAMR モデル：[変形] 
電子黒板の使用 
タブレット端末使用場面 
班で１台 意見の共有 
SAMR モデル：[代替] 
タブレット端末使用場面 
班で１台 
他の意見の加筆・修正 
SAMR モデル：[再定義] 
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